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　吹き付けアスベストによる健康被害が全国で報告されているところであり、今後増大する解体工事に伴うア
スベスト飛散防止対策や健康被害の防止などのためには、実際の使用実態を把握することが重要であることか
ら、北海道と各市町村共同で建築物における吹き付けアスベストの使用状況の調査を行っております。
　吹き付けアスベスト及びアスベストが混入した吹き付けロックウールなどのアスベストが使用されていると
思われる方で、アンケート調査にご協力いただける方は、次の窓口までお問合わせ願います。

�羽幌町建設水道課建築係 � 62-1211（内線315・316）
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�自宅の建材にアスベストは含まれていますか？
�建材によっては、含まれているものもあります。含まれているかどうかを知るには建築した工務店などにど
のような建材を使ったかを聞き、その建材メーカーに確認する必要があります。
�自宅の建材中のアスベストはアスベスト関連疾患を発症させますか？
�屋根用スレートや外壁サイディングなどのアスベスト成形板は、アスベストとセメントなどが固化されている
ため、改造や解体などで建材をつぶしたりしない限り、通常の生活をしているぶんには健康の心配はありません。
�天井や壁におおわれ、隠れた部分にアスベストが吹き付けられている場合は健康に影響がないでしょうか？
�アスベストが吹き付けられていても、その部分が天井や壁などに囲われている場合は、室内への飛散が防止
されることから、健康へ影響を及ぼすことはないと言われています。なお、建物を解体する時には、アスベスト
の飛散を防止するため、関係法令に定められた措置を講ずる必要があります。
�建材などを長い間使用している場合、建材に含まれている石綿は飛散しませんか？
�長期間使用した建材に含まれている石綿が、飛散する可能性は非常に低いと考えられています。

�その他、次のホームページをご参照ください。　�【日本石綿協会】 h t t p : / /www . j aasc . o r . j p
　【北海道】 h t t p : / /www .p r e f . hokka i do . j p / k se i k a t u / k s - k khzn / con t en t s / a sbes t / a sbes t . h tm l
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　住民税非課税世帯に属する方は、医療費の一部負
担金と入院時の食事代が減額されます。（表参照）
　減額の適用を受けるためには、申請し認定を受け
る必要があります。申請には次のものが必要です。
　① 老人保健の医療受給者証
　② 健康保険被保険者証　　　③ 印鑑
　認定されると「老人医療の限度額適用・標準負担
額減額認定証」が交付されます。
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※低所得Ⅱの方で長期入院（過去１年間で90日以上
の入院期間）のある方は申請されますと、さらに標準
負担額（食事代）の減額が受けられます。（日額650円
から500円へ）
�低所得Ⅱとは、世帯員全員が住民税非課税の場合。
�低所得Ⅰとは、低所得Ⅱの条件を満たし、かつ世
帯員全員が一定基準を待たしている場合。（一定基
準とは、各種控除後の所得が０円となる場合です。）
�問合せ先／福祉課国保医療年金係（内線126）

低所得Ⅰ低所得Ⅱ一　　般区　　分

8,000円12,000円外来限度額

15,000円24,600円40,200円入 院 及 び
世帯限度額

300円
650円

※長期該当者は
500円

780円
１日の
標準負担額
(食事代)
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まもっているかな？ぼうかのルール
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　もし、ストーブにあたっ
て、たおしてしまったら、
たいへん。
　ストーブのちかくでは、
あそばないように。
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　消火器の使い方や救急
処置など、一度体験してお
くと、いざという時に落ち
着いた対応ができます。　
　ご近所お誘いの上、積極
的にご参加ください。
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�問合せ先
　町民課環境衛生係
　�62-1211（内線106）

�配布日時／10月１日�　午前10時から

�配布場所／中央公民館 駐車場（レストパーク側）

�配布数量／１人３袋以内です

�使用方法／１�あたりに堆肥１�を深さ30�ほど
　掘り起こし、混ぜ合わせて使用してください。

�連絡事項／配布は、無くなりしだい終了となりま
　すので、ご了承ください。

生ごみからできた肥料

「��������」�
��������	

�������（���）
�����

　犬を連れてくるときは、首輪・口輪などをしっか
りとつけて犬を連れてきてください。
　飼い主が押さえることができない犬は、予防接種
を受けられない場合があります。
　なお、当日は大変込み合いますので、犬の登録を
されている人は、役場から送付された「はがき」を
持参してください。
　犬の登録をしていない人は、メモ用紙に「飼主住
所・氏名・電話番号・犬の種類・毛色・性別・生年
月日・犬名・犬の特徴」を書いて持参してください。

�戸別訪問を希望する方は、事前に役場町民課に申
　し込みをしてください。
�注射料金　3,040円（毎年1回）
�登 録 料　3,000円（登録は犬の生涯に1回）
�訪 問 料　1,600円
　※戸別訪問を申し込みした場合にかかります。

実 施 場 所時　　間

川北老人福祉センター前10：00～10：30

旧漁協会館前（港町２）10：35～10：55

幸町南集会所前11：00～11：20

栄町コミュニティセンター前11：25～11：55

羽幌消防署前13：00～13：30

羽幌上水道浄水場前（寿町）13：35～14：00

羽幌町役場前14：05～14：30

※希望する方は
予約をしてくだ
さい

市街地区個別訪問14：35～15：30

原野地区個別訪問16：00～17：00
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　８月10日、きらりサイクル工房内の破砕・粗大
ごみ処理施設の破砕機の中でゴミが爆発し、破砕
機周辺機器、ベルトコンベア、爆風口（爆発が発
生したときに備え、爆風を上方に逃がす筒状のよ
ううなもの）などを損傷しました。
　当日は町の破砕ごみ収集日で、事故原因は中身
の残っていた「携帯用ガスボンベ」によるものと
思われます。幸いに人身への被害はありませんで
したが、一歩間違うと大事故となります。
　スプレー缶やカセットボンベは使い切ってから
穴を空け中身を完全に出してください。

　その他プラスチックで出せるゴミは、
プラマークが付いて洗っているものだ
けです。ペットボトルや硬質プラス
チックなどを混ぜないでください。

�コンビニの弁当容器は、洗ってから出す。
�硬質プラスチックは破砕ゴミで出す。
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－お悩みの方は気軽にご相談ください－
　北海道では、フリーダイヤルを設置し、貸金業利
用者からの苦情相談を専門の貸金業相談員が受け付
けています。通話料は無料です。
　また、通話料は有料ですが、フリーダイヤルの
サービス曜日・時間以外は、道庁経済部金融課にお
電話いただいても相談員が相談を受け付けています
のでご活用ください。

�電話番号／フリーダイヤル 0120-1-74372
�受 付 日／毎週月曜日と金曜日
　　　　　　（祝・祭日、12/29～1/3を除く）
�受付時間／午前10時～午後12時・午後１時～午後４時
�受付内容／貸金業に関する苦情の申立てまたは相談
�フリーダイヤル（月・金曜日以外）
　北海道経済部金融課 � 011-231-4111（内線26-368）
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